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新
た
な
専
門
医
の
仕
組
み

に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
４

月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

「
専
門
医
の
在
り
方
に
関
す

る
検
討
会
報
告
書
」
に
基
づ

き
、
日
本
専
門
医
機
構
に
お

い
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き

た
が
、
制
度
設
計
の
概
要
が

公
と
な
っ
た
一
昨
年
以
来
、

医
療
現
場
か
ら
は
新
た
な
仕

組
み
に
対
す
る
不
安
の
声
が

強
ま
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
声
を
受
け
て
、

横
倉
会
長
は
２
月
17
日
に
記

者
会
見
を
行
い
、
「
新
た
な

専
門
医
の
仕
組
み
に
つ
い
て

は
導
入
時
期
を
平
成
29

年
か
ら
延
長
す
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
、
ま
ず

は
地
域
の
連
携
の
状
況

を
把
握
し
、
地
域
に
お

け
る
研
修
体
制
の
整
備

を
優
先
し
、
地
域
医
療

へ
の
影
響
を
極
力
少
な

く
し
た
上
で
専
門
医
研

修
を
始
め
る
こ
と
」
を

要
求
（
本
紙
第
１
３
０

８
号
既
報
）。
翌
18
日

に
開
催
さ
れ
た
社
会
保

障
審
議
会
医
療
部
会
に

お
い
て
も
、
中
川
俊
男

副
会
長
が
同
様
の
趣
旨

を
説
明
し
た
結
果
、
同

部
会
の
下
に
「
専
門
医

養
成
の
在
り
方
に
関
す

る
専
門
委
員
会
」
が
設

け
ら
れ
、
議
論
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
日
医
か
ら
は
、
今
村

聡
副
会
長
、
羽
鳥
裕
常

任
理
事
が
参
画
）
。

当
日
の
記
者
会
見

で
、
横
倉
会
長
は
、「
地

域
医
療
提
供
体
制
と
日

本
専
門
医
機
構
が
提
案

し
て
い
る
仕
組
み
と
の
間
に

齟そ

ご齬
が
生
じ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
な
ど
、
本
源
的
指
摘

が
そ
の
後
も
相
次
い
で
寄
せ

ら
れ
、
各
地
域
の
不
安
の
声

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
る
」
と
強
調
。「
こ
の
ま
ま

拙
速
に
新
た
な
専
門
医
の
仕

組
み
を
導
入
し
て
し
ま
え
ば
、

指
導
医
を
含
む
医
師
及
び
研

修
医
が
都
市
部
の
大
学
病
院

等
大
規
模
な
急
性
期
医
療
機

関
に
集
中
し
、
地
域
偏
在
が

更
に
拡
大
す
る
懸
念
が
強

く
、
現
状
で
も
医
師
の
確
保

が
困
難
な
地
域
が
多
い
こ
と

か
ら
、
地
域
医
療
の
現
場
に

大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
す
こ

と
が
危
惧
さ
れ
る
」
と
し
た
。

更
に
、
同
会
長
は
、
①
新

た
な
専
門
医
の
仕
組
み
に
お

け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
や
地

域
医
療
に
配
慮
し
た
病
院
群

の
設
定
等
を
行
う
に
当
た
っ

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
い
て
都
道
府
県
、
医
師
会
、

大
学
、
病
院
団
体
等
の
関
係

者
が
十
分
に
協
議
、
連
携
し

た
上
で
了
解
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
が
、
現
状
に
お

い
て
は
、
そ
れ
が
い
ま
だ
十

分
で
は
な
い
②
地
域
医
療
へ

の
影
響
を
考
え
れ
ば
、
日
本

専
門
医
機
構
の
意
思
決
定
の

プ
ロ
セ
ス
は
、
透
明
性
、
中

立
性
、
社
会
的
説
明
責
任
を

欠
い
て
い
る

─
こ
と
な
ど

を
指
摘
。

「
多
く
の
関
係
者
が
本
制

度
へ
の
強
い
懸
念
を
持
っ
た

ま
ま
、
拙
速
に
導
入
す
る
こ

と
に
よ
る
医
療
現
場
の
混
乱

で
、
最
終
的
に
不
利
益
を
受

け
る
の
は
患
者
さ
ん
で
あ
り

国
民
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、

日本専門医機構及び基本診療領域を担う学会に対する
要望事項

１.	患者や国民に不利益を及ぼすような急激な医療提供体制の変更
をしないこと。地域医療の崩壊を防ぐことを最優先し、ここは
一度立ち止まり、専門医を目指す医師の意見を聞くとともに、
地域医療、公衆衛生、地方自治、更には患者・国民の代表によ
る幅広い視点も大幅に加えて早急に検討する場を設け、その検
討結果を尊重すること。その際、いわゆるプロフェッショナル
オートノミー（専門家による自律性）は尊重されるべきである。

２.	検討の場において、現在各診療領域で定められているプログラ
ム整備基準、特に指導医を含む医師及び研修医の偏在の深刻化
が起こらないかどうか集中的な精査を早急に行い、その結果、
地域医療の観点から懸念が残るとされた診療領域のプログラム
は平成29年度からの開始を延期し、現行の学会専門医の仕組み
を維持すること。

３.	新たな専門医の仕組みにおけるプログラム作成や地域医療に配
慮した病院群の設定等を行うに当たっては、それぞれの地域に
おいて都道府県、医師会、大学、病院団体等の関係者が協議、
連携し、都道府県の協議会において了解を得ること。

４.	日本専門医機構のガバナンスシステム等、組織の在り方につい
ては、医療を受ける患者の視点に立って専門医の仕組みの再構
築を目指すという原点に立ち返り、医師の地域的偏在の解消に
向けて寄与するなど地域医療に十分配慮すべきであり、そのた
めにも、地域医療を担う医療関係者や医療を受ける患者の意見
が十分に反映され、議論の透明性や説明責任が確保されるよう
なガバナンス構造とする等、日常的な運営の在り方を含め、抜
本的に見直すこと。

５.	全ての医師が専門医を取得するものではなく、女性医師を始め
とした医師の多様な働き方に十分配慮した仕組みとすること。
また、既に地域医療で活躍している医師が、専門医の取得、更
新を行うに当たり、医師の診療体制や地域医療に悪影響が出る
ような過度な負担を掛けないこと。

６.	総合診療専門医、サブスペシャルティの議論はそれぞれ時間を
掛けてしっかりと行うこと。

日
医
・
四
病
院
団
体
協
議
会
合
同
緊
急
記
者
会
見

新
た
な
専
門
医
の
仕
組
み
に
懸
念
を
表
明
し

   

日
本
専
門
医
機
構
及
び
基
本
診
療
領
域
を
担
う
学
会
に

                                     

６
項
目
の
実
施
を
求
め
る

引
き
続
き
意
見
を
述
べ
た

四
つ
の
団
体
の
各
会
長
か
ら

も
、
同
様
の
懸
念
が
示
さ
れ

た
。堺

日
病
会
長
は
、
「
専
門

医
の
議
論
と
相
ま
っ
て
、
医

師
の
偏
在
の
問
題
な
ど
医
療

提
供
体
制
の
議
論
が
活
発
化

し
て
お
り
、
そ
う
い
う
意
味

で
も
専
門
医
の
問
題
は
複
合

的
な
課
題
に
な
っ
て
き
て
い

る
」
と
指
摘
。
今
回
の
要
望

の
取
り
ま
と
め
に
関
し
て

は
、
「
医
療
を
提
供
す
る
者

　横倉義武会長は6月7日、堺常雄日本病院会長、西澤寛俊全日本病院協会長、山崎學
日本精神科病院協会長、加納繁照日本医療法人協会長と共に、日医会館で緊急記者会
見を行い、新たな専門医の仕組みに対する懸念を改めて表明。その上で、日本専門医
機構及び基本診療領域を担う学会に対して、6つの事項（別掲）の実施を要望した。

「
ま
ず
は
、
地
域
の
取
り
組

み
を
先
行
す
べ
き
で
あ
り
、

新
た
な
専
門
医
の
仕
組
み
の

導
入
を
、
平
成
29
年
度
か
ら

拙
速
に
行
う
の
で
は
な
く
、

地
域
医
療
を
崩
壊
さ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
十
分
配
慮

し
た
上
で
、
専
門
医
研
修
を

始
め
る
よ
う
求
め
た
い
」
と

し
、
日
本
専
門
医
機
構
及
び

各
病
院
団
体
か
ら
も

                   

懸
念
の
声
が
相
次
ぐ

基
本
診
療
領
域
を
担
う
学
会

に
対
し
て
、
「
地
域
医
療
、

公
衆
衛
生
、
地
方
自
治
更
に

は
患
者
・
国
民
の
代
表
に
よ

る
幅
広
い
視
点
も
大
幅
に
加

え
て
早
急
に
検
討
す
る
場
を

設
け
、
そ
の
検
討
結
果
を
尊

重
す
る
こ
と
」
「
日
本
専
門

医
機
構
の
日
常
的
な
運
営
の

在
り
方
も
含
め
、
抜
本
的
に

見
直
す
こ
と
」
な
ど
、
別
掲

の
六
つ
の
事
項
の
実
施
を
要

望
し
た
。

が
医
師
の
教
育
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
責
任
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
大
変
意
義
が
あ

る
」
と
述
べ
た
。

西
澤
全
日
病
会
長
は
、「
地

方
の
病
院
、
特
に
中
小
病
院

か
ら
多
く
の
懸
念
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

地
域
医
療
の
崩
壊
は
更
に
進

ん
で
し
ま
う
。
も
う
一
度
、

地
域
医
療
を
守
る
方
向
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
っ

て
欲
し
い
」
と
訴
え
た
。

山
崎
日
精
協
会
長
は
、「
や

り
方
を
慎
重
に
し
な
け
れ

ば
、
臨
床
研
修
に
よ
っ
て
壊

れ
て
し
ま
っ
た
地
域
医
療
を

更
に
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
」
と
現
状
を
危
惧
す
る

と
と
も
に
、
「
現
在
の
日
本

専
門
医
機
構
の
幹
部
は
少
し

焦
り
過
ぎ
て
い
る
」
と
し
、

慎
重
な
対
応
を
求
め
た
。

加
納
医
法
協
会
長
は
、「
専

門
医
の
質
を
良
く
す
る
こ
と

に
は
誰
も
反
対
は
し
て
い
な

い
と
思
う
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
地
方
ば
か
り
で
な
く
、
大

都
市
に
お
い
て
も
医
師
の
偏

在
が
更
に
拡
大
し
か
ね
な

い
」
と
強
調
。そ
の
上
で
、「
こ

こ
は
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
見
直
し
を

行
う
べ
き
だ
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
の
記
者
と
の
質
疑

の
中
で
、
横
倉
会
長
は
既
に

専
門
医
の
資
格
を
持
っ
て
い

る
医
師
か
ら
は
、
今
回
作
成

さ
れ
た
更
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

日
常
診
療
に
影
響
を
与
え
る

よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
る

こ
と
へ
の
懸
念
が
多
く
聞
か

れ
て
い
る
こ
と
も
紹
介
。「
そ

う
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
見

直
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
た
上
で
、

「
精
査
し
、
問
題
が
な
い
と

こ
ろ
は
平
成
29
年
４
月
か
ら

開
始
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ

う
」
と
し
た
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
問

題
が
あ
る
か
否
か
の
最
終
的

な
判
断
は
、
日
本
専
門
医
機

構
が
行
う
べ
き
と
し
、「
そ
の

際
に
は
、
地
域
医
療
を
守
る

立
場
か
ら
日
医
と
し
て
意
見

を
主
張
し
て
い
く
」
と
述
べ

た
。
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「
平
成
29
年
度
概
算
要
求

に
対
す
る
日
本
医
師
会
要
望

の
説
明
会
」
が
５
月
31
日
、

厚
生
労
働
省
内
の
会
議
室
で

行
わ
れ
、
日
医
か
ら
資
料
と

し
て
示
し
た
要
望
書
（
全
文

は
日
医
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
参

照
）
を
基
に
、

「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進
」
「
健
康

寿
命
延
伸
」
等

の
実
現
に
向
け

た
予
算
の
確
保

を
求
め
た
。

要
望
書
は
、

２
０
２
５
年
の

あ
る
べ
き
姿
に

向
け
た
改
革
を

行
う
た
め
の
予

算
確
保
を
求
め

る
た
め
に
、
取

り
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
は
、

（
１
）
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
へ
の
予
算
確
保
、
（
２
）

健
康
寿
命
延
伸
へ
の
予
算
確

保
、
（
３
）
感
染
症
予
防
へ

の
予
算
確
保
、
（
４
）
災
害

対
策
へ
の
予
算
確
保
、
（
５
）

医
療
安
全
へ
の
予
算
確
保
、

（
６
）
医
学
・
学
術
へ
の
予

算
確
保
、（
７
）
医
療
保
険
・

介
護
保
険
へ
の
予
算
確
保
、

（
８
）
控
除
対
象
外
消
費
税

へ
の
対
応

─
の
８
項
目
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
事
項
と

要
望
額
を
示
し
、
そ
の
実
現

を
強
く
要
求
し
て
い
る
。

今
回
の
説
明
会
は
、
そ
れ

ら
の
要
望
項
目
を
、
厚
労
省

の
担
当
者
に
直
接
説
明
し
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

に
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
村
定
臣
常
任
理
事
の
司

会
で
開
会
。
冒
頭
あ
い
さ
つ

し
た
横
倉
義
武
会
長
は
、「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構

築
で
き
る
よ
う
医
療
提
供
体

制
の
改
革
を
推
進
す
る
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
を
盛

り
込
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。
要

望
の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、

予
算
の
確
保
に
ご
協
力
願
い

た
い
」
と
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
神
田
裕
二
厚

労
省
医
政
局
長
が
あ
い
さ
つ

し
た
後
、
今
村
常
任
理
事
が

資
料
を
基
に
、
前
述
の
８
項

目
の
概
要
を
説
明
。
そ
の
中

で
は
、
「
医
療
等
分
野
専
用

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ

れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
」
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ウ
イ
ン

グ
（
ド
ク
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
）

の
導
入
支
援
」等
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
厚
労
省

事
務
局
は
一
定
の
理
解
を
示

し
た
上
で
、
（
１
）
に
関
し

て
は
、
「
地
域
医
療
介
護
総

合
確
保
基
金
」
へ
の
必
要
な

財
源
確
保
を
目
指
す
と
し
た

他
、
医
療
等
分
野
専
用
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進

す
る
意
向
を
示
し
た
。

（
２
）
に
つ
い
て
は
、「
健

「平成29年度概算要求に対する日本医師会要望の説明会」を開催

2025年のあるべき姿に向けた
       改革を行うための予算確保を要望

■■■■■■■■
「
骨
太
の
方
針
２
０
１
６
」

  

（
素
案
）等
に
対
す
る

日
医
の
考
え
を
説
明

5
月
26
日

横
倉
義
武
会
長
は
、
「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
１
６
」
（
い
わ
ゆ

る
「
骨
太
の
方
針
２
０
１

６
」
）
（
素
案
）
等
に
対
す
る

日
医
の
考
え
を
説
明
し
た
。

「
骨
太
の
方
針
２
０
１
６
」

に
関
し
て
は
、
改
革
検
討
項

目
に
あ
る
「
高
齢
者
の
フ
レ

イ
ル
対
策
の
推
進
」
「
現
役

被
用
者
の
報
酬
水
準
に
応
じ

た
保
険
料
負
担
の
公
平
化
」

な
ど
、
日
医
が
考
え
る
方
向

性
と
ほ
ぼ
同
じ
項
目
が
あ
る

と
す
る
一
方
、
「
全
国
一
律

に
過
不
足
な
い
公
平
な
医
療

を
提
供
す
る
観
点
」
や
「
応

能
負
担
と
患
者
負
担
の
増
加

の
観
点
」
か
ら
受
け
入
れ
難

い
提
案
も
あ
る
と
指
摘
。

医
師
の
偏
在
の
問
題
に
関

し
て
は
、
「
地
域
医
療
構
想

等
を
踏
ま
え
、
規
制
的
手
法

も
含
め
た
地
域
偏
在
・
診
療

科
偏
在
対
策
を
検
討
す
る
」

と
さ
れ
た
当
初
案
か
ら
、「
規

制
的
手
法
も
含
め
た
」
と
い

う
表
現
が
消
え
、
「
実
効
性

の
あ
る
」
と
い
う
表
現
に
な

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
日

医
・
全
国
医
学
部
長
病
院
長

会
議
・
医
師
偏
在
解
消
策
検

討
合
同
委
員
会
が
取
り
ま
と

め
た
「
医
師
の
地
域
・
診
療

科
偏
在
解
消
の
緊
急
提
言
」

の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き

努
力
し
て
い
く
と
し
た
。

ま
た
、
人
生
の
最
終
段
階

に
お
け
る
医
療
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
リ
ビ
ン

グ
ウ
ィ
ル
の
更
な
る
普
及
・

啓
発
の
た
め
に
、
医
療
関
係

者
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
家
や

法
曹
界
等
さ
ま
ざ
ま
な
関
係

者
も
交
え
て
、
国
民
の
合
意

を
得
て
、
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
の
考
え
を
示
し

た
。一

方
、
「
規
制
改
革
に
関

す
る
第
４
次
答
申
」
に
つ
い

て
は
、
（
１
）
在
宅
で
の
看

取
り
に
お
け
る
規
制
の
見
直

し
、
（
２
）
診
療
報
酬
の
審

査
の
効
率
化
と
統
一
性
の
確

保
、
（
３
）
一
般
用
医
薬
品

及
び
指
定
医
薬
部
外
品
の
広

告
基
準
等
の
見
直
し

─
の

３
つ
の
規
制
改
革
項
目
に
対

す
る
日
医
の
考
え
を
説
明
し

た
。

（
１
）
に
つ
い
て
は
、
「
在

宅
で
の
看
取
り
を
安
心
し
て

進
め
ら
れ
る
環
境
整
備
と
共

に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
死

亡
確
認
、
死
因
の
正
確
な
究

明
も
、
一
国
の
医
療
・
保
険

制
度
の
中
で
は
決
し
て
お
ろ

そ
か
に
は
で
き
な
い
重
要
な

柱
で
あ
り
、
今
後
は
医
療
現

場
、
国
民
生
活
の
い
ず
れ
に

も
混
乱
を
来
す
こ
と
の
な
い

よ
う
求
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

（
２
）
に
つ
い
て
は
、
効

率
化
も
必
要
で
あ
る
が
、
現

状
の
質
の
高
い
、
適
正
な
審

査
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
、
引
き
続
き
厚
生
労
働
省

に
設
置
さ
れ
た
「
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
時
代
の
質
の
高
い
医
療

の
実
現
に
向
け
た
有
識
者
検

討
会
」
の
議
論
の
中
で
も
、

厳
し
く
意
見
具
申
し
て
い
く

姿
勢
を
示
し
た
。

ま
た
、（
３
）
に
つ
い
て
は
、

一
般
用
医
薬
品
の
広
告
基
準

を
緩
和
す
る
方
向
に
な
ら
な

い
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、

む
し
ろ
健
康
食
品
の
広
告
に

一
定
の
規
制
を
か
け
る
べ
き

と
し
た
。

こ
の
他
、
「
ニ
ッ
ポ
ン
一

億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
に
関
し

て
は
、
社
会
保
障
の
基
盤
強

化
、
高
齢
者
の
就
業
促
進
や

健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価

す
る
一
方
、
そ
の
関
連
す
る

予
算
に
つ
い
て
は
、
「
平
成

30
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
社

会
保
障
関
係
費
の
伸
び
を
１

兆
５
０
０
０
億
円
程
度
に
抑

え
る
こ
と
を
目
安
と
す
る
方

針
」
（
「
骨
太
の
方
針
２
０
１

５
」
）
と
は
別
枠
で
、
必
要

な
財
源
を
確
保
す
べ
き
と
強

調
し
た
。

康
増
進
法
に
基
づ
き
、
生
涯

を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
」
と
し
、
（
３
）

に
関
し
て
は
、
「
今
後
と
も

感
染
症
の
予
防
対
策
、
体
制

整
備
を
推
進
し
て
い
く
」
と

述
べ
る
と
と
も
に
、
人
獣
共

通
感
染
症
対
策
を
進
め
る
考

え
を
示
し
た
。

ま
た
、
（
４
）
に
つ
い
て

は
災
害
医
療
緊
急
体
制
の
整

備
、
（
５
）
に
つ
い
て
は
医

療
事
故
調
査
制
度
の
充
実
及

び
医
療
安
全
対
策
、
（
６
）

に
つ
い
て
は
指
導
医
の
確
保

等
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
費
用

の
確
保
に
努
め
る
姿
勢
を
示

し
た
。

（
７
）
に
つ
い
て
は
、
高

額
薬
剤
の
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
「
医

療
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
意

欲
を
削そ

が
な
い
と
い
う
こ
と

も
重
要
で
あ
り
、
医
療
保
険

制
度
の
持
続
可
能
性
と
ど
う

両
立
さ
せ
て
い
く
か
等
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
し
た
他
、
介
護
人
材
確
保

の
た
め
の
処
遇
改
善
に
も
努

め
て
い
く
と
し
た
。

更
に
、（
８
）に
つ
い
て
は
、

「
関
係
者
等
の
議
論
の
動
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で

は
、
中
川
俊
男
副
会
長
が
、

医
師
の
偏
在
を
解
消
す
る
た

め
に
は
現
在
の
医
師
の
実
態

を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
指
摘
し
、
そ
の
た

め
の
方
策
と
し
て
、
医
師
・

歯
科
医
師
・
薬
剤
師
調
査
に

お
い
て
医
師
の
異
動
・
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
を
追
跡
で
き
る
よ

う
医
師
届
出
票
の
変
更
、
シ

ス
テ
ム
改
修
等
を
求
め
た
。

小
森
貴
常
任
理
事
は
、
風

し
ん
の
排
除
や
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）

ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
子
宮
頸
が

ん
予
防
に
つ
い
て
要
望
。

今
村
聡
副
会
長
は
、
日
医

の
健
診
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

を
活
用
し
て
健
診
デ
ー
タ
を

標
準
化
で
き
る
よ
う
支
援
を

求
め
た
。

石
川
広
己
常
任
理
事
は
、

電
子
処
方
箋せ

ん

等
の
情
報
を
扱

う
安
全
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
や
医
療
・
介
護
連
携
の

効
率
化
の
推
進
を
共
に
考
え

て
い
き
た
い
と
し
た
。

　ニュースポータルサイト「日医on-line」
では定例記者会見の映像等、さまざまな情
報をご覧頂けるようになっています。
　ぜひご活用下さい。

日医広報・情報課

http://www.med.or.jp/nichiionline/
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第
６
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
会
員
の
倫
理
・
資
質
向
上

を
め
ざ
し
て
─
都
道
府
県
医

師
会
の
取
り
組
み
お
よ
び
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
か
ら
学
ぶ
医

の
倫
理
─
」
が
５
月
27
日
、

日
医
会
館
小
講
堂
で
開
催
さ

れ
た
。

小
森
貴
常
任
理
事
の
司
会

で
開
会
。
冒
頭
あ
い
さ
つ
で

横
倉
義
武
会
長
（
中
川
俊
男

副
会
長
代
読
）
は
、
『
医
師

の
職
業
倫
理
指
針
』
に
関
し

て
、
今
期
の
「
会
員
の
倫
理
・

資
質
向
上
委
員
会
」
（
委
員

長
：
森
岡
恭
彦
日
赤
医
療
セ

ン
タ
ー
名
誉
院
長
、
日
医
参

与
）
に
お
い
て
、
８
年
振
り

に
見
直
し
作
業
を
行
い
、
日

医
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

第
６
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

会
員
の
倫
理
・
資
質
向
上
を
め
ざ
し
て

  

│
都
道
府
県
医
師
会
の
取
り
組
み
お
よ
び

              
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
か
ら
学
ぶ
医
の
倫
理
│

募
集
、
寄
せ
ら

れ
た
意
見
を
踏

ま
え
て
６
月
答

申
に
向
け
、
現

在
、
最
終
作
業

中
で
あ
る
こ
と

を
報
告
。
「
夏

以
降
に
は
、
第

３
版
と
な
る
新

た
な
指
針
を
全

会
員
に
配
布
し

て
、
更
な
る
会

員
の
倫
理
向
上

に
努
め
て
い
き

た
い
」
と
の
考

え
を
示
し
た
。

続
い
て
議
事

に
移
り
、
今
村
定
臣
常
任
理

事
が
、
「
医
療
事
故
調
査
制

度
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
医

療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ

ー
の
５
月
10
日
公
表
情
報

等
、
開
始
か
ら
半
年
と
な
る

同
制
度
の
状
況
を
報
告
し
た

他
、
都
道
府
県
に
お
け
る
支

援
団
体
の
連
携
体
制
で
は
、

〝
顔
の
見
え
る
関
係
〟
の
構

築
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
。

ま
た
、
同
制
度
と
医
師
法

21
条
の
見
直
し
に
関
し
て

は
、
自
民
党
医
療
事
故
調
査

制
度
見
直
し
ワ
ー
キ
ン
グ
チ

ー
ム
で
、
運
用
面
で
の
見
直

し
事
項
と
し
て
５
項
目
が
合

意
さ
れ
た
こ
と
等
を
紹
介
し

た
。更

に
、
全
て
の
関
係
者
が

共
有
し
て
お
く
べ
き
本
制
度

の
基
本
理
念
は
、
患
者
・
家

族
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
で

あ
る
と
し
て
、
医
療
界
、
医

師
会
の
真し

ん

し摯
な
姿
勢
と
一
丸

と
な
っ
た
取
り
組
み
を
呼
び

掛
け
た
。

森
久
保
雅
道
同
委
員
（
東

京
都
医
師
会
理
事
）
は
、「
医

療
事
故
調
査
制
度
と
東
京
都

医
師
会
の
支
援
概
略
」
と
し

て
、
同
医
師
会
の
院
内
調
査

支
援
相
談
窓
口
で
行
っ
て
い

る
①
よ
ろ
ず
相
談
②
解
剖
斡あ

っ

旋せ
ん

③
Ai
紹
介
④
院
内
調
査
支

援

─
等
の
活
動
を
紹
介
。

院
内
調
査
委
員
会
の
審
議

に
は
、
事
故
全
体
を
瞬
時
に

概
観
で
き
る
資
料
が
必
要
だ

と
し
て
、
事
前
準
備
の
重
要

性
を
強
調
し
た
他
、
同
医
師

会
が
支
援
し
た
医
療
機
関
数

が
５
月
16
日
現
在
15
件
で
あ

る
な
ど
の
状
況
を
報
告
し
た
。

橳
島
次
郎
同
委
員
（
東
京

財
団
研
究
員
）
は
、
「
医
療

を
受
け
る
側
か
ら
見
た
問
題

点
」
と
し
て
、
同
制
度
は
、

医
療
の
安
全
安
心
を
確
保
す

る
た
め
の
大
事
な
第
一
歩
で

あ
り
、
次
は
第
二
歩
と
し
て
、

患
者
家
族
の
た
め
に
も
な
る

よ
う
な
制
度
に
育
て
て
欲
し

い
と
要
望
。

そ
の
た
め
に
、
①
患
者
家

族
が
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相

談
・
依
頼
で
き
る
よ
う
な
形

で
、
調
査
を
求
め
ら
れ
る
回

路
を
設
け
る
②
将
来
的
に

は
、
死
亡
の
み
で
な
く
永
続

的
・
重
大
な
後
遺
症
が
残
る

有
害
事
象
も
加
え
る

─
こ

と
を
提
案
し
た
。

（
35
歳
男
性
患
者
の
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
に
よ
る
、
警
察
か

ら
の
患
者
病
歴
等
の
情
報
提

供
要
請
へ
の
対
応
）

─
の

二
つ
の
設
例
に
つ
い
て
、
参

加
者
が
七
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
討
議
を
行
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
よ
る
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
が
行
わ
れ
、

全
体
討
議
で
は
、
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
議
論
の
内
容
が
発
表

さ
れ
た
。

事
例
①
で
は
、
日
本
に
は

〝
死
〟
を
忌
避
す
る
文
化
的

背
景
が
あ
る
が
、
医
師
を
中

心
に
し
て
、
終
末
期
医
療
に

向
か
い
合
っ
て
い
く
仕
組

み
、
倫
理
的
な
モ
デ
ル
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
超
高
齢

社
会
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
と
の
認
識
が
共
有
さ

れ
た
他
、
ア
メ
リ
カ
型
の
制

度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま

実
施
す
る
の
は
難
し
い
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

事
例
②
で
は
、
犯
罪
歴
の

有
無
に
も
よ
る
が
、
患
者
個

人
情
報
と
守
秘
義
務
の
関
係

も
あ
り
、
警
察
と
日
医
と
で

ル
ー
ル
づ
く
り
を
望
む
声
も

出
さ
れ
た
。

最
後
に
、
森
岡
同
委
員
長

が
、
近
年
医
師
数
は
増
加
し

て
い
る
が
医
師
の
処
分
は
減

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、「
地

道
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
総
括
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
終
了
と
な
っ
た
。

二
つ
の
事
例
に
つ
い
て

活
発
に
討
議

引
き
続
き
、樋

口
範
雄
同

副
委
員
長
（
東
京
大
学
大
学

院
法
学
政
治
学
研
究
科
教

授
）
か
ら
、
「
討
論
の
課
題

と
進
め
方
」
に
つ
い
て
の
説

明
が
行
わ
れ
た
後
、
①
高
齢

者
の
終
末
期
医
療
（
心
臓
発

作
の
既
往
の
あ
る
84
歳
男
性

が
再
度
緊
急
事
態
に
な
っ
た

場
合
の
対
応
及
び
終
末
期
医

療
に
関
す
る
医
師
主
導
で
の

患
者
家
族
と
の
話
し
合
い
に

診
療
報
酬
が
認
め
ら
れ
た
ア

メ
リ
カ
の
政
策
に
対
す
る
賛

否
）
②
警
察
へ
の
情
報
提
供

消費税に代わる
   社会保障財源の確保を求める

消費税率引き上げの再延期決定を受けてコメントを公表
日 

医

日
医
で
は
、
安
倍
晋
三
内

閣
総
理
大
臣
が
６
月
１
日
の

記
者
会
見
で
、
来
年
４
月
に

予
定
さ
れ
て
い
た
消
費
税
率

10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
２
年

半
再
延
期
す
る
旨
を
表
明
し

た
こ
と
を
受
け
て
、
同
日
に

別
掲
の
コ
メ
ン
ト
を
公
表
し

た
。そ

の
中
で
は
、
日
医
と
し

て
、
消
費
税
増
収
分
を
社
会

保
障
財
源
に
充
て
る
こ
と

は
、
「
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
」
で
の
国
民
と
の
約

束
で
あ
り
、
そ
の
約
束
は
き

ち
ん
と
守
る
べ
き
で
あ
る
と

繰
り
返
し
主
張
し
て
き
た
こ

と
を
説
明
。

そ
の
上
で
、
今
回
、
税
率

の
引
き
上
げ
が
再
延
期
さ
れ

た
こ
と
に
関
し
て
は
遺
憾
の

意
を
示
す
と
と
も
に
、
消
費

税
に
代
わ
る
社
会
保
障
財
源

を
別
途
し
っ
か
り
と
確
保
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

消費税率の引き上げ再延期について
2016年6月1日

公益社団法人 日本医師会
　本日、安倍晋三内閣総理大臣が記者会見を行い、来年4月に予定されていた消費税
率10％への引き上げは2019年10月まで2年半再延期する旨が表明されました。
　日本医師会は、これまで、消費税増収分を社会保障財源に充てることは「社会保障
と税の一体改革」での国民との約束であり、その約束はきちんと守るべきであると繰り
返し主張してまいりました。社会保障の財源不足により、地域で必要かつ十分な医療・
介護サービスが受けられなくなると、最も不利益を被るのは地域の住民です。
　消費税収を充てるべき経費が高齢者3経費から社会保障4経費になっており、現在問
題となっている待機児童への対策など、少子化対策の財源もますます必要ですが、限
りある財源の中、社会保障における医療費の割合が相対的に縮小しています。
　前回の消費税率の引き上げ後に消費が落ち込みましたが、今回も消費税率を引き上
げれば再び同じ状況になることを危惧されたことは理解できます。しかし、先述のよう
に社会保障の充実は現在の日本にとって必要不可欠であるにもかかわらず、今回消費
税率の引き上げが再延期されたことは遺憾です。消費税に代わる社会保障財源を別途
しっかりと確保すべきです。
　団塊の世代が75歳以上となる2025年に向けて、地域包括ケアシステムを構築できる
よう医療提供体制の改革を進めており、社会保障費の削減により、その歩みを止めて
はなりません。
　安倍政権が掲げる「経済の好循環」を実現し、そこでの税収増を、特に医療や介
護の充実に充てるべきです。社会保障と経済は相互作用の関係にあります。子育てや
老後に不安を抱える多くの国民に安心を示すことこそ、経済成長を取り戻すための出発
点です。
　また、今回、消費税率の引き上げは見送られましたが、医療に係る消費税については、
平成29年度税制改正に際し、仕入税額控除または還付が可能な税制上の措置を講ず
るとともに、必要な財源措置をすべきです。
　持続可能な社会保障のために、我々医療側からも、国民皆保険を堅持していくため、
生涯保健事業の体系化による健康寿命の延伸などに取り組み、結果として過不足ない
医療提供ができるよう、日本医師会は今後も引き続き提言してまいります。
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２
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２
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９
２
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９
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２
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／
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６
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５
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９
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２
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５
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６
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３
９
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５
）
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日本医療小説大賞受賞作品を
30名の方にプレゼント

　第５回日本医療小説大賞を受賞した中島京
子氏の『長いお別れ』を、抽選で30名の方に
プレゼントいたします。
　希望者は、下掲の要領に従って、ご応募下
さい。なお、当選者の発表は、書籍の発送
をもって代えさせて頂きます。

◆応募方法
　①住所②氏名③年齢④普段ご覧になってい
る日刊紙並びに医療情報サイト（必須）を明
記の上、日本医師会広報・情報課「日本医療
小説大賞受賞作品プレゼント係」まで、はが
きまたはメールにてお申し込み下さい〔６月24
日（金）消印有効〕。

◆応募・問い合わせ先
　日本医師会広報・情報課　「日本医療小説大賞受賞作品プレゼント係」
　〒113─8621　文京区本駒込2─28─16　 03─3942─6483（直）
　 present@po.med.or.jp

お知らせ

第
５
回
日
本
医
療
小
説
大
賞
　
授
賞
式

中
島
京
子
氏
の『
長
い
お
別
れ
』が
受
賞

第
５
回
日
本
医
療
小
説
大

賞
（
日
医
主
催
、
厚
生
労
働

省
後
援
、
新
潮
社
協
力
）
の

授
賞
式
が
５
月
26
日
、
都
内

で
開
催
さ
れ
、
日
医
か
ら
は
、

横
倉
義
武
会
長
、
今
村
聡
・

松
原
謙
二
両
副
会
長
、
今
村

定
臣
・
小
森
貴
・
石
川
広

己
・
道
永
麻
里
各
常
任
理
事

が
出
席
し
た
。

本
賞
は
、
国
民
の
医
療
や

医
療
制
度
に
対
す
る
興
味
を

喚
起
す
る
小
説
を
顕
彰
す
る

こ
と
で
、
医
療
関
係
者
と
国

民
と
の
よ
り
良
い
信
頼
関
係

の
構
築
を
図
り
、
日
本
の
医

療
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と

共
感
を
得
る
と
と
も
に
、
わ

が
国
の
活
字
文
化
の
推
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
23
年
度
に
創
設
し

た
も
の
で
あ
り
、
今
回
が
５

回
目
と
な
る
。

対
象
は
、
医
療
を
テ
ー
マ

に
し
た
小
説
、
あ
る
い
は
医

療
を
素
材
と
し
て
扱
っ
て
い

る
小
説
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
は
除
く
）
で
、
平
成
27
年

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
書
籍
化
さ
れ
た
も
の
と

し
、
本
年
４
月
１

日
に
３
名
の
選
考

委
員
（
篠
田
節
子

氏
、
久
間
十
義
氏
、

養
老
孟
司
氏
）
に

よ
り
行
わ
れ
た
選

考
会
で
受
賞
作
品

を
決
定
し
た
。

今
回
受
賞
し
た

中
島
京
子
氏
の

『
長
い
お
別
れ
』

は
、
中
島
氏
が
認

知
症
を
患
っ
た
実

父
を
介
護
し
た
経

験
か
ら
生
ま
れ
た

小
説
で
あ
り
、
認

知
症
高
齢
者
の
介
護
と
い
う

難
し
い
題
材
で
あ
り
な
が
ら

も
、
認
知
症
の
父
親
の
変
化

を
、
家
族
が
ゆ
っ
く
り
見
守

る
日
常
を
著
者
独
特
の
タ
ッ

チ
で
描
き
出
し
た
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い

る
。授

賞
式
で
は
、
冒
頭
、
主

催
者
を
代
表
し
て
横
倉
会
長

が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
「
わ

が
国
の
平
均
寿
命
が
伸
び
る

に
つ
れ
、
認
知
症
患
者
の
増

加
も
予
想
さ
れ
る
中
で
、
今

後
、
認
知
症
患
者
の
方
々
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題

の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
」
と
し
た
上

で
、
「
認
知
症
は
、

現
在
の
医
療
で
は

完
全
に
は
治
癒
で

き
な
い
が
、
そ
の

予
防
に
向
け
た
方

策
の
解
明
も
徐
々

に
進
ん
で
い
る
。

国
民
一
人
ひ
と
り

が
認
知
症
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る

こ
と
は
、
そ
の
予

防
や
対
応
に
お
い

て
も
大
変
重
要
で

あ
り
、
今
回
、
認

知
症
を
テ
ー
マ
と

し
た
作
品
が
選
ば

れ
た
こ
と
は
大
変

意
義
が
あ
る
。
文

学
で
医
療
を
取
り

上
げ
て
頂
く
こ
と
で
医

療
従
事
者
も
勇
気
づ
け

ら
れ
る
が
、
受
賞
作
品

が
一
人
で
も
多
く
の
国

民
に
親
し
ま
れ
る
中

で
、
本
賞
が
医
療
に
対

す
る
国
民
の
理
解
と
共

感
を
得
ら
れ
る
一
助
に

な
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
選
考
委
員

を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

し
た
篠
田
氏
は
、
「
今

年
の
候
補
作
は
ど
れ
も

読
み
や
す
さ
と
い
う
点

で
は
非
常
に
優
れ
て
い

た
」
と
選
考
を
振
り
返

っ
た
上
で
、
本
作
品
を

推
し
た
理
由
に
つ
い

て
、
「
深
刻
な
題
材
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
何
か
を
訴
え
る

と
い
っ
た
内
容
で
は
な
く
、

認
知
症
患
者
を
抱
え
た
家
族

の
様
子
が
ユ
ー
モ
ア
を
も
っ

て
、
い
き
い
き
と
描
か
れ
て

お
り
、
小
説
と
し
て
の
面
白

み
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
質

の
高
さ
、
技
法
の
確
か

さ
が
群
を
抜
い
て
い

た
」
と
指
摘
。

ま
た
、
医
療
に
触
れ

て
い
な
い
こ
と
が
医
療

小
説
と
し
て
ど
う
な
の

か
と
い
う
点
で
議
論
に

な
っ
た
こ
と
に
も
触

れ
、
「
超
高
齢
社
会
を

迎
え
た
今
、
キ
ュ
ア
か

ら
ケ
ア
へ
の
転
換
の
必

要
性
が
認
識
さ
れ
る
中

で
、
そ
の
最
先
端
を
行

く
医
療
小
説
と
言
え
る

の
で
は
な
い
か
と
の
意

見
が
多
数
を
占
め
、
本

作
品
を
選
ぶ
こ
と
に
し

た
」と
講
評
を
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
賞
の
贈

呈
に
移
り
、
横
倉
会
長
よ
り

中
島
氏
に
賞
状
並
び
に
副
賞

の
授
与
が
行
わ
れ
た
。

受
賞
者
の
あ
い
さ
つ
で
中

島
氏
は
、本
作
品
に
つ
い
て
、

「
認
知
症
を
患
っ
た
父
親
を

介
護
し
た
経
験
を
基
に
描
い

た
た
め
、
自
身
の
体
験
と
記

憶
に
深
く
依
拠
し
て
い
る
と

い
う
意
味
で
、
私
に
と
っ
て

は
と
て
も
特
別
な
作
品
と
な

っ
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

更
に
、
中
島
氏
は
、
超
高

齢
社
会
に
お
い
て
は
、
高
齢

者
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
介
護
を
安
心
し
て

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
介
護

者
も
疲
弊
し
な
い
医
療
・
介

護
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
の

考
え
を
示
し
、
「
こ
の
小
説

が
、
日
々
、
認
知
症
患
者
と

向
き
合
っ
て
い
る
方
々
に
と

っ
て
の
、
息
抜
き
で
も
、
笑

い
で
も
、
何
が
し
か
を
提
供

で
き
る
も
の
に
な
っ
て
も
ら

え
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
、
受

賞
の
喜
び
を
語
っ
た
。

中
なか じ ま

島　京
きょ う こ

子　氏　
　1964年、東京都生まれ。
東京女子大学文理学部史
学科卒業。出版社勤務、フ
リーライターを経て、2003
年、『FUTON』で小説家
デビュー。
　2010年『小さいおうち』で直木賞受賞、2014年『妻
が椎茸だったころ』で泉鏡花文学賞、2015年『か
たづの！』で河合隼雄物語賞、歴史時代作家クラ
ブ賞《作品賞》、柴田錬三郎賞をそれぞれ受賞し
た他、『長いお別れ』は第10回中央公論文芸賞も
受賞している。

日本医療小説大賞　これまでの受賞作品
作品名 著者

第１回 『 蝿の帝国　軍医たちの黙示録 』（上） 
『 蛍の航跡　軍医たちの黙示録 』（下） 帚

ははきぎ

木　蓬
ほうせい

生

第２回 受賞作品なし

第３回 『 悪医 』 久
く さ か べ

坂部　羊
よう

第4回 『 鹿の王 （上）生き残った者 
　　　　　（下）還って行く者』 上

うえはし

橋　菜
な ほ こ

穂子



日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

秘
書
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
４
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
庶
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
・
企
画
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
・
情
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
／
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）

（5）第1315号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕平成28年6月20日

新潟県
新潟市医師会報
No.531より

小
児
科
医
と
お
む
つ

佐
藤
　
　
勇

秋田県
秋田市医師会報
No.525より

早
寝
、
早
起
き
、
ひ
と
り

の
時
間（
朝
活
の
ス
ス
メ
）

工
藤
　
卓
弥

東京都
玉医ニュース
No.600より

夏
休
み
前
の
に
お
い

楫
野
　
仁
美

先
日
、
あ
る
ラ
ジ
オ
番
組

か
ら
「
お
む
つ
は
ず
し
」
に

つ
い
て
専
門
家
の
立
場
か

ら
、
う
ま
い
方
法
な
ど
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
欲
し
い
と
依

頼
さ
れ
た
。
小
児
科
医
は
、

お
む
つ
に
つ
い
て
も
専
門
家

な
ん
だ
と
、
今
更
な
が
ら
い

ろ
い
ろ
考
え
た
。

研
修
医
の
頃
、
大
学
病
院

で
の
初
期
研
修
を
終
え
て
地

方
病
院
に
出
る
時
に
、
先
輩

か
ら
『
育
児
相
談
』
と
い
う

薄
い
新
書
版
を
頂
い
た
。
学

生
の
頃
の
小
児
科
学
の
系
統

講
義
に
は
「
育
児
相
談
」
の

項
目
は
な
い
が
、
小
児
科
医

の
業
務
に
は
、
予
防
接
種
、

乳
幼
児
健
診
が
あ
り
、
そ
う

い
っ
た
場
で
子
育
て
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
聞
か

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な

時
に
役
立
つ
だ
ろ
う
と
い
う

配
慮
だ
っ
た
。

あ
れ
か
ら
30
数
余
年
、
開

業
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、「
子

育
て
」
に
関
し
て
小
児
科
医

が
〝
専
門
家
〟
と
し
て
期
待

さ
れ
る
度
合
い
は
増
え
て
い

る
と
実
感
し
て
い
る
。

私
が
中
学
生
の
頃
、
同
居

し
て
い
た
兄
夫
婦
に
子
ど
も

が
生
ま
れ
、
私
も
お
む
つ
交

換
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

か
つ
て
、
多
く
の
人
が
同
じ

家
に
寄
り
添
い
、
町
に
子
ど

も
た
ち
が
あ
ふ
れ
て
い
た

頃
、
子
育
て
を
横
目
で
眺
め

な
が
ら
親
に
な
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
。
今
は
、
親
に

な
る
と
決
ま
っ
た
時
に
、
赤

ち
ゃ
ん
を
触
っ
た
こ
と
さ
え

な
い
こ
と
に
気
付
く
。
育
児

雑
誌
は
少
子
化
に
も
か
か
わ

ら
ず
発
行
部
数
を
増
や
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
デ
ィ

ア
で
も
子
育
て
に
関
す
る
情

報
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
情
報

を
載
せ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
ま
す
ま
す
親
は
不
安
に

な
る
。

『
た
ま
ご
ク
ラ
ブ
』
『
ひ
よ

こ
ク
ラ
ブ
』
と
い
う
子
育
て

雑
誌
の
編
集
長
を
し
て
い
た

方
を
新
潟
に
お
呼
び
し
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た

際
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報

取
得
の
現
状
を
知
る
た
め

に
、
雑
誌
を
介
し
て
ア
ン
ケ

ー
ト
を
取
っ
た
。

そ
の
結
果
を
５
年
前
と
比

較
す
る
と
、
意
外
な
こ
と
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
情

報
取
得
は
減
り
、
「
身
近
な

人
に
聞
く
」
と
い
う
回
答
が

増
え
て
い
た
。
そ
の
理
由
は

い
ろ
い
ろ
解
釈
で
き
る
だ
ろ

う
が
、
や
は
り
、
ネ
ッ
ト
情

報
の
確
実
性
が
確
認
で
き

ず
、
そ
れ
な
ら
、
経
験
者
に

聞
い
た
方
が
現
実
的
と
思
わ

れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
延
長
線
上
に
専
門

家
と
し
て
の
小
児
科
医
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
か
も
知

れ
な
い
。

昔
、
某
大
学
で
「
育
児
学
」

と
い
う
講
座
を
担
当
し
て
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時

に
実
感
し
た
の
は
、
「
育
児
」

は
科
学
と
し
て
は
成
立
し
な

い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
先

天
性
股
関
節
脱
臼
の
原
因
と

も
考
え
ら
れ
る
巻
お
む
つ

は
、
日
本
で
は
既
に
行
わ
れ

て
い
な
い
の
に
、
イ
ン
ド
で

は
い
ま
だ
に
一
般
的
で
あ
っ

た
り
、
昔
、
バ
イ
ブ
ル
と
し

て
読
ま
れ
て
い
た
育
児
書
に

は
、
母
乳
よ
り
人
工
乳
、
自

律
哺
乳
よ
り
時
間
を
計
測
し

た
授
乳
が
ベ
ス
ト
と
書
か
れ

て
い
た
り
で
、
時
代
と
場
所

が
異
な
れ
ば
、
基
準
も
変
わ

る
と
い
う
の
が
育
児
の
よ
う

で
あ
る
。
で
も
、
そ
れ
が
そ

の
時
代
で
や
り
や
す
い
の
で

あ
れ
ば
、
否
定
で
き
な
い
と

も
思
う
。

し
か
し
、
学
校
教
育
の
中

で
、
「
正
解
を
求
め
る
」
こ

と
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
慣

れ
て
い
る
と
、
育
児
も
正
解

を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
結
果
と
し
て
専
門
家
の
登

場
と
な
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

冒
頭
の
番
組
で
は
、
「
お

む
つ
は
は
ず
す
の
で
は
な

く
、
は
ず
れ
て
い
く
も
の
。

大
切
な
の
は
、
子
ど
も
に
寄

り
添
い
、
そ
の
変
化
に
気
付

き
、
う
ま
く
い
っ
た
時
の
喜

び
を
共
感
で
き
る
こ
と
」
を

伝
え
た
。
医
学
と
は
ほ
ど
遠

い
視
点
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。	

（
一
部
省
略
）

私
は
約
10
年
前
か
ら
夜
８

時
に
寝
て
、
朝
３
時
に
起
床

す
る
生
活
を
続
け
て
い
る
。

以
前
か
ら
朝
４
～
５
時
に
起

き
る
早
朝
型
だ
っ
た
が
、
開

業
し
て
規
則
的
な
生
活
が
で

き
て
い
る
こ
と
と
、
自
分
の

子
ど
も
が
あ
る
程
度
成
長
し

て
き
た
た
め
、
更
に
起
き
る

時
間
を
少
し
ず
つ
早
め
て
、

自
分
ひ
と
り
の
時
間
を
確
保

す
る
よ
う
に
、
自
然
と
今
の

ス
タ
イ
ル
に
変
化
し
て
き
た

感
じ
で
あ
る
。

さ
て
、
早
起
き
を
し
て
何

を
し
て
い
る
か
だ
が
、
一
つ

目
は
録
画
し
て
い
た
テ
レ
ビ

番
組
を
見
る
こ
と
で
、
主
に

ド
ラ
マ
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
、

ア
ニ
メ
、
情
報
番
組
、
特
別

番
組
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
予

約
し
て
録
り
だ
め
し
た
も
の

を
視
聴
し
て
い
る
。

起
き
て
最
初
の
１
時
間
ほ

ど
は
、
ま
だ
半
分
ボ
ー
っ
と

し
て
い
る
た
め
、
居
間
の
ソ

フ
ァ
ー
に
寝
そ
べ
り
、ipad

で
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
チ
ェ
ッ

ク
し
な
が
ら
、
聞
く
だ
け
で

も
理
解
で
き
る
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
、
情
報
番
組
、
特
別
番

組
な
ど
を
視
聴
し
て
い
る
。

午
前
４
時
過
ぎ
頃
か
ら
は

録
画
番
組
を
見
な
が
ら
、
軽

い
運
動
を
し
て
い
る
。
一
つ

は
立
っ
た
状
態
で
同
じ
位
置

で
小
走
り
感
覚
の
足
踏
み
運

動
（
勝
手
に
「
そ
の
場
ば
し

り
」
と
称
し
て
い
る
）
を
20

～
60
分
行
っ
て
い
る
。
テ
レ

ビ
視
聴
に
集
中
す
る
と
結
構

飽
き
ず
に
続
け
ら
れ
て
、
自

分
に
と
っ
て
は
か
な
り
良
い

有
酸
素
運
動
に
な
っ
て
い
る

と
思
う
。

も
う
一
つ
は
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
予
防
運
動
で
も
あ
る
、
ゆ

っ
く
り
行
う
ス
ク
ワ
ッ
ト

で
、
５
～
10
分
行
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
こ
の
運
動
は
何
も

な
く
て
も
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
行
え
る
た
め
、
ヒ
ゲ
を
剃

る
時
、
風
呂
場
で
体
を
洗
う

時
、
診
療
時
間
内
の
患
者
さ

ん
が
途
切
れ
た
時
、
昼
休
み

中
な
ど
に
行
い
、
な
る
べ
く

習
慣
化
し
て
下
半
身
を
鍛
え

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

午
前
５
時
半
頃
よ
り
、
勝

手
に
自
分
の
朝
食
を
作
り
始

め
る
。
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ

と
は
、
な
る
べ
く
早
く
フ
ワ

フ
ワ
の
卵
焼
き
を
作
る
こ
と

と
、
ホ
テ
ル
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

の
よ
う
に
い
ろ
ん
な
お
か
ず

を
一
皿
に
盛
り
付
け
（
冷
蔵

庫
に
あ
る
も
の
を
少
し
ず

つ
）
、
牛
乳
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
、

青
汁
、
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を

準
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
、
午
前
６
時
前
か
ら
、

再
び
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
と
っ
て

い
る
。

最
近
は
、
録
画
し
た
番
組

の
他
に
動
画
配
信
サ
イ
ト
に

加
入
し
て
海
外
ド
ラ
マ
、
ア

ニ
メ
、
映
画
な
ど
の
気
に
な

る
タ
イ
ト
ル
を
早
朝
に
見
る

こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
。

朝
活
の
良
い
点
は
、
誰
に

も
邪
魔
さ
れ
ず
一
人
で
好
き

な
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
、

脳
が
活
性
化
し
、
午
前
中
の

仕
事
の
集
中
力
が
持
続
す
る

よ
う
に
な
り
、
仕
事
の
効
率

が
良
く
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
反
対
に
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
家
族
と
の
生
活
サ
イ

ク
ル
が
少
し
ず
れ
る
こ
と
、

光
熱
費
が
増
え
る
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
既
に
習
慣
化
し
て

い
る
た
め
、
こ
の
朝
活
を
今

後
も
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。	（
一
部
省
略
）

４
月
に
畳
を
張
り
替
え

た
。
新
し
い
畳
は
本
当
に
良

い
香
り
が
す
る
。
そ
の
良
い

香
り
を
味
わ
っ
て
い
た
時

に
、
ふ
と
、
何
と
も
言
え
な

い
懐
か
し
い
感
覚
に
包
ま
れ

た
。
何
か
し
ら
、
こ
の
心
地

良
い
感
じ
は
…
…
。
そ
し
て

は
た
と
思
い
至
っ
た
。
そ
う

だ
、
こ
れ
は
夏
休
み
の
前
の

に
お
い
だ
。

私
が
小
さ
い
頃
、
近
所
の

ほ
と
ん
ど
の
家
で
い
草
を
作

っ
て
い
た
。
冬
に
田
植
え
さ

れ
た
い
草
は
春
に
な
る
と
ぐ

ん
ぐ
ん
と
大
き
く
な
り
、
夏

に
は
中
学
生
の
背
丈
ほ
ど
に

な
る
。
い
草
は
深
緑
の
長
い

草
で
、
折
る
と
中
に
白
い
ス

ポ
ン
ジ
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
田
ん
ぼ
は
風
が
吹
く
と

し
ゃ
ら
し
ゃ
ら
と
音
を
立

て
、
ふ
か
ふ
か
の
緑
の
ふ
と

ん
の
よ
う
に
気
持
ち
よ
さ
そ

う
だ
っ
た
。

や
が
て
７
月
の
半
ば
の
暑

い
日
に
い
草
は
刈
ら
れ
、
泥

の
プ
ー
ル
に
漬
け
ら
れ
、
天

日
干
し
に
さ
れ
る
。こ
の
時
、

い
草
は
道
に
ま
で
広
が
る
。

私
た
ち
は
こ
の
い
草
の
上
を

歩
い
て
通
学
し
た
。
そ
れ
は

本
当
に
気
持
ち
が
よ
か
っ

た
。
干
さ
れ
て
熱
く
な
っ
た

い
草
は
、
ひ
と
足
踏
む
度
に

熱
気
の
あ
る
土
っ
ぽ
い
草
の

に
お
い
を
送
っ
て
く
る
。
そ

れ
は
も
う
す
ぐ
夏
休
み
に
な

る
前
の
に
お
い
だ
っ
た
。

母
に
聞
い
て
み
る
と
、
い

草
栽
培
は
戦
後
、
急
に
み
ん

な
が
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
だ
。
各
家
に
あ
る
織
機

で
畳
表
を
織
り
、
そ
れ
を
売

っ
て
戦
後
の
苦
し
い
生
活
の

中
で
の
貴
重
な
現
金
収
入
と

し
て
い
た
そ
う
だ
。

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
で
調
べ

て
み
る
と
そ
の
と
お
り
だ
っ

た
。
岡
山
で
は
明
治
時
代
初

期
か
ら
い
草
作
り
は
盛
ん
だ

っ
た
が
、
戦
後
か
ら
昭
和
45

年
に
か
け
て
は
全
国
の
い
草

の
ほ
と
ん
ど
は
岡
山
産
だ
っ

た
そ
う
だ
。
私
が
育
っ
た
の

は
、
岡
山
の
い
草
生
産
が
全

盛
期
を
迎
え
、
そ
の
後
急
速

に
減
少
し
て
い
た
頃
だ
っ
た

よ
う
だ
。
確
か
に
稲
刈
り
で

忙
し
か
っ
た
思
い
出
は
あ
る

が
、
い
草
刈
り
で
忙
し
か
っ

た
と
い
う
記
憶
は
あ
ま
り
な

い
の
だ
。

祖
母
は
手
先
が
器
用
だ
っ

た
の
で
織
り
目
の
そ
ろ
っ
た

き
れ
い
な
畳
表
を
織
り
人
気

が
あ
っ
た
、
と
母
か
ら
教
え

て
も
ら
っ
た
。
家
の
土
間
に

古
い
木
製
の
織
機
は
あ
っ
た

が
、
祖
母
が
そ
れ
を
使
っ
て

織
っ
て
い
た
姿
を
私
は
思
い

出
せ
な
い
の
だ
。
ま
た
、
い

草
の
田
ん
ぼ
の
緑
の
ふ
と
ん

は
黄
緑
色
の
稲
田
と
交
互
に

広
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
美

し
い
格
子
模
様
に
な
っ
て
い

た
が
、
今
思
え
ば
、
そ
れ
は

い
草
作
り
が
稲
作
に
移
っ
て

い
く
過
渡
期
の
様
子
だ
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。

夏
休
み
前
の
に
お
い
。
こ

の
す
ぐ
後
に
は
家
で
待
っ
て

く
れ
て
い
る
祖
母
が
い
て
、

晩
に
は
父
母
も
帰
っ
て
来
て

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
の
夕
食
が

待
っ
て
い
た
。
弟
と
順
番
に

学
校
で
の
出
来
事
を
楽
し
く

伝
え
、
み
ん
な
で
い
ろ
ん
な

話
を
し
た
。
そ
れ
を
繰
り
返

し
て
い
た
ら
夏
休
み
に
な
っ

た
。あ

の
に
お
い
を
味
わ
っ
た

の
は
遠
い
昔
の
よ
う
な
、
つ

い
最
近
の
よ
う
な
。
私
を
慈

し
み
育
て
て
く
れ
た
家
族
を

思
う
。
も
う
一
度
、
あ
の
場

所
で
、
会
い
た
い
。
だ
か
ら

こ
の
に
お
い
は
、
こ
ん
な
に

も
愛
し
く
、
切
な
く
、
心
に

迫
っ
て
く
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
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当
科
に
通
院
さ
れ
て
い
る

同
い
年
の
男
性
か
ら
「
い
つ

ま
で
働
く
の
で
す
か
」
と
診

察
中
に
尋
ね
ら
れ
、
返
答
に

窮
し
た
。

彼
は
既
に
親
会
社
か
ら
関

連
会
社
に
転
籍
し
、
65
歳
の

定
年
ま
で
あ
と
３
年
、
退
職

後
は
ゴ
ル
フ
三ざ

ん
ま
い昧
し
た
い
と

話
す
。
定
年
な
ど
ス
ト
レ
ス

の
か
か
る
人
生
の
節
目
に
病

気
が
発
症
し
や
す
い
実
情
を

診
て
い
る
と
、
自
然
と
自
身

の
人
生
の
あ
り
方
も
考
え
て

し
ま
う
。

勤
務
医
で
あ
れ
ば
定
年
は

あ
る
が
、
ラ
イ
セ
ン
ス
に
定

年
は
な
い
。
今
の
医
師
数
と

医
療
事
情
を
考
え
る
と
、
開

業
医
も
勤
務
医
も
肉
体
的
精

神
的
に
問
題
な
く
働
こ
う
と

い
う
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば
、

ど
ん
な
年
齢
に
な
ろ
う
と
も

働
く
場
所
は
容
易
に
見
つ
け

ら
れ
る
。
医
者
は
何
と
恵
ま

れ
た
職
業
な
の
で
あ

ろ
う
か
。

80
歳
過
ぎ
ま
で
地

域
医
療
に
携
わ
り
、

か
か
り
つ
け
医
と
し
て
慕
わ

れ
、
引
退
し
た
途
端
体
調
の

変
化
に
気
づ
き
、
１
カ
月
の

闘
病
生
活
で
亡
く
な
っ
た
医

者
が
い
る
。
60
歳
に
な
っ
た

途
端
医
療
か
ら
一
切
身
を
引

き
、
自
分
の
人
生
を
楽
し
み
、

ま
す
ま
す
精
力
的
に
生
き
て

い
る
医
者
も
知
っ
て
い
る
。

ど
ち
ら
の
人
生
設
計
を
選

ぶ
の
か
は
各お

の
お
の々

の
人
生
観
に

よ
る
が
、
ど
ち
ら
も
医
者
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

先
日
ア
フ
リ
カ
各
地
で
外

務
省
の
医
務
官
を
６
年
間
務

め
退
職
し
、
今
度
は
国
内
を

巡
航
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
に
船

医
と
し
て
乗
り
込

む
と
い
う
女
性
医

師
が
、
研
修
後
の

船
酔
い
と
思
わ
れ

る
吐
き
気
で
受
診
し
た
。

開
業
医
25
年
間
の
日
常
か

ら
は
か
け
離
れ
た
別
世
界
の

彼
女
の
仕
事
に
俄が

ぜ

ん然
興
味
を

持
ち
、
病
状
な
ど
そ
っ
ち
の

け
で
医
務
官
の
生
活
や
、
な

ぜ
医
務
官
に
な
っ
た
か
な
ど

時
間
を
か
け
て
尋
ね
た
が
、

医
務
官
の
定
年
が
65
歳
と
聞

き
現
実
に
戻
っ
た
。

月
曜
日
の
朝
は
気
分
が
重

い
。
し
か
し
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

白
衣
に
着
替
え
、
朝
一
番
の

患
者
を
起
立
し
て
迎
え
た
瞬

間
、
シ
ャ
キ
ッ
と
し
て
憂
う

つ
な
気
分
は
吹
っ
飛
ん
で
し

ま
う
。
や
は
り
医
者
が
向
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
当
分
医

者
稼
業
は
や
め
ら
れ
そ
う
に

も
な
い
と
い
う
妙
な
安あ

ん

ど堵
感

も
あ
る
。

「
青
春
と
は
人
生
の
あ
る

時
期
で
は
な
く
心
の
持
ち
方

を
言
う
」
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ウ
ル
マ
ン
の
詩
を
胸
に
刻

み
、
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
今

の
ス
タ
イ
ル
を
貫
く
、
そ
し

て
そ
の
時
々
で
ま
た
考
え
れ

ば
い
い
と
心
積
も
り
し
て
い

る
。	

（
文
）

終
わ
れ
な
い
医
者

第
１
１
９
回
ド
イ
ツ
医
師

会
総
会
（
会
期
：
５
月
23
～

27
日
）
が
開
催
さ
れ
、
ド
イ

ツ
医
師
会
か
ら
の
招
待
に
応

じ
、
横
倉
義
武
会
長
、
笠
井

夫
常
任
理
事
、
畔
柳
達
雄

参
与
が
出
席
し
た
。

24
日
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
の

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
開
会

式
典
が
執
り
行
わ
れ
、
冒
頭
、

国
際
賓
客
26
カ
国
約
60
名
を

代
表
し
て
横
倉
会
長
が
ド
イ

ツ
医
師
会
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー

会
長
（
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
医
師

会
長
）
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、
総
会
全
体
会
議
で
も
、

横
倉
会
長
が
ド
イ
ツ
に
お
け

る
病
院
で
の
２
年
間
の
勤
務

経
験
が
あ
る
こ
と
を

含
め
、
改
め
て
紹
介

さ
れ
た
。

会
期
中
、
横
倉
会

長
は
イ
ギ
リ
ス
医
師

会
議
長
マ
ー
ク
・
ポ

ー
タ
ー
医
師
（
Ｗ
Ｍ

Ａ
理
事
）
と
、
Ｗ
Ｍ

Ａ
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
理
事
会
で
議
論
さ

れ
た
「
安
楽
死
と
医

師
に
よ
る
自
殺
幇ほ

う

助じ
ょ

」
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し

た
。ま

た
、
ド
イ
ツ
連

邦
保
険
医
協
会
ガ
ッ

セ
ン
会
長
と
の
面
談

を
行
い
、
両
国
の
医

療
事
情
、
医
師
の
需

給
、
高
齢
化
問
題
、

か
か
り
つ
け
医
等
に

つ
い
て
議
論
を
交
わ

し
た
。

面
談
を
通
じ
、
医

師
の
高
齢
化
、
医
師

及
び
医
学
生
に
占
め

る
女
性
の
割
合
、
若

手
医
師
の
都
市
志
向
等
、
地

域
偏
在
を
含
め
た
医
師
不
足

の
問
題
、
地
域
医
療
に
お
け

る
診
療
所
医
師
の
役
割
、
医

師
の
報
酬
等
々
、
両
国
の
医

療
を
取
り
巻
く
環
境
や
問
題

に
は
共
通
す
る
点
が
多
々
あ

る
こ
と
が
共
有
さ
れ
た
。

横
倉
会
長
は
、
「
ド
イ
ツ

の
取
り
組
み
を
参
照
し
て
、

日
本
の
問
題
に
も
対
処
し
て

い
き
た
い
」
と
す
る
と
と
も

に
、
「
ド
イ
ツ
よ
り
10
年
進

ん
で
い
る
と
言
わ
れ
る
日
本

の
高
齢
化
へ
の
取
り
組
み
、

か
か
り
つ
け
医
が
中
心
と
な

っ
て
地
域
医
療
を
支
え
て
い

く
シ
ス
テ
ム
等
は
、
ド
イ
ツ

に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
の

で
は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
日
医
会
長
が
ド
イ

ツ
連
邦
保
険
医
協
会
長
と
両

国
の
医
療
事
情
に
つ
い
て
議

論
を
す
る
の
は
今
回
が
初
め

て
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
「
今
後
も
、
互
い
に
国

民
の
健
康
を
預
か
る
専
門
組

織
と
し
て
、
両
国
の
国
民
の

健
康
長
寿
に
寄
与
し
て
い
く

た
め
に
、
協
議
の
場
を
重
ね

て
い
き
た
い
」
と
の
考
え
を

示
し
た
。

そ
の
後
、
25
日
に
は
、
総

会
全
体
会
議
に
お
い
て
、
サ

ー
・
マ
イ
ケ
ル
・
マ
ー
モ
ッ

ト
Ｗ
Ｍ
Ａ
会
長
の
講
演
「
健

康
の
社
会
的
決
定
因
子
」
を

聴
講
し
た
他
、
オ
ト
マ
ー
・

ク
ロ
イ
バ
ー
Ｗ
Ｍ
Ａ
事
務
総

長
と
の
交
流
を
図
っ
た
。

横倉会長、笠井常任理事
第119回ドイツ医師会総会に出席

両国の医療を取り巻く問題点を共有

モントゴメリードイツ医師会長（右から2人目）

ガッセンドイツ連邦保険医協会長（右から3人目）
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第
50
回

臨
床
検
査
精
度
管
理
調
査
実
施
要
網

書
籍
紹
介

ぼ
く
ら
の 

ア
ル
コ
ー
ル
診
療

伴
信
太
郎
　
他
　
監
修

吉
本
　
尚
　
他
　
編
　

日医の 募集！
新キャラクター
デザイン

　日医では、医師だけでなく国民に、「医療に関する専門
家集団」である日医をより身近で親しみのある団体として
認知してもらうことを目的として、新キャラクターのデザイ
ンを募集しています。
　募集に当たっては、日医会員のみならず、広く一般国民
（プロ・アマ不問）を対象とします（11月頃には新キャラ
クター1点を決定する予定）。奮って、ご応募下さい。
　詳しくは日医ホームページ（http://www.med.or.jp/
people/chara/004265.html）をご覧下さい。

応募・
問い合わせ先

日医広報・情報課
〒113─8621 東京都文京区本駒込2─28─16

03─3942─6483（直）

「
第
３
回
医
師
た
ち
に
よ
る

 

ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
」

出
演
ユ
ニ
ッ
ト
募
集

日
医
で
は
、
病
気
に
苦
し

む
患
者
・
そ
の
家
族
の
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
る
医
療
関

係
団
体
等
へ
の
一
助
と
す
る

た
め
、
「
第
３
回
医
師
た
ち

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
12

月
11
日
（
日
）
、
日
医
会
館

大
講
堂
で
開
催
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

つ
い
て
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

部
門
及
び
ク
ラ
シ
ッ
ク
部
門

の
出
演
ユ
ニ
ッ
ト
を
募
集
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
ぜ

ひ
ご
応
募
願
い
た
い
（
出
演

経
費
は
自
己
負
担
が
原
則
。

遠
方
参
加
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
交

通
費
の
補
助
有
）
。

◆
応
募
資
格
：
医
師
会
員
が

含
ま
れ
、
そ
の
半
数
以
上
が

医
師
及
び
医
学
生
で
あ
る
演

奏
ユ
ニ
ッ
ト
。

ま
た
、
12
月
10
日
（
土
）

の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
懇
親
会
、

11
日
（
日
）
コ
ン
サ
ー
ト
本

番
の
全
日
程
に
参
加
が
可
能

で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
ピ
ア
ノ
・
キ
ー
ボ

ー
ド
類
・
ド
ラ
ム
・
パ
ー
カ

ッ
シ
ョ
ン
・
ギ
タ
ー
ア
ン

プ
・
ベ
ー
ス
ア
ン
プ
・
キ
ー

ボ
ー
ド
ア
ン
プ
・
マ
イ
ク
ス

タ
ン
ド
な
ど
は
、
主
催
者
が

用
意
し
た
も
の
で
の
演
奏
を

基
本
と
す
る
。
特
殊
な
楽

器
・
機
材
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
要
相
談
。

◆
申
込
締
切
：
７
月
８
日
（
金
）

◆
選
考
結
果
：
音
源
視
聴
に

よ
る
関
係
者
と
専
門
家
の
審

査
を
基
に
、
全
国
８
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
の
出
演
を
旨
と
し
て

選
考
し
た
結
果
を
、
８
月
31

日
（
水
）
ま
で
に
、
日
医
か

ら
ユ
ニ
ッ
ト
代
表
者
に
通
知

す
る
。

◆
申
込
方
法
：
「
出
演
申
込

書
」
を
日
医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
明
記
し
た
上
で
、

過
去
１
年
以
内
に
演
奏
し
た

音
源
（
15
～
20
分
程
度
）
を

収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
ま
た
は
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
添
付
し
、
所
属
す
る
都

道
府
県
医
師
会
宛
て
に
送
付

願
い
た
い
。

た
だ
し
、
Ｃ
Ｄ
の
場
合
は
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
の
再

生
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
医
年

金･

税
制
課
〔

03
─

３
９
４

２
─

６
４
８
７
（
直
）
〕

臨
床
検
査
精
度
管
理
調
査

は
、
臨
床
検
査
の
質
的
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
、
昨
年
度
に
は
３
１

９
９
施
設
が
参
加
し
た
。

今
年
度
も
下
記
の
要
領
に

よ
り
、
本
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
願
い
た
い
。

◆
参
加
対
象
施
設
：
病
院
・

診
療
所
・
療
養
型
施
設
等
に

付
設
す
る
臨
床
検
査
室
等
、

医
師
会
臨
床
検
査
・
健
診
セ

ン
タ
ー
、
登
録
衛
生
検
査
所
、

健
診
機
関
及
び
臨
床
検
査
を

日
常
業
務
と
し
て
実
施
し
て

い
る
機
関
と
す
る
。

な
お
、
従
来
か
ら
参
加
し

て
い
る
試
薬
・
機
器
メ
ー
カ

ー
に
つ
い
て
は
、
集
計
か
ら

除
外
す
る
。

ま
た
、
検
体
測
定
室
に
つ

い
て
は
、
診
療
の
用
に
供
さ

な
い
検
体
検
査
と
定
義
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
、
使
用
さ
れ

る
測
定
機
器
に
対
し
て
適
切

な
調
査
試
料
が
提
供
で
き
な

い
た
め
、
対
象
外
と
す
る
。

◆
実
施
時
期
：
９
月
・
10
月

◆
検
査
項
目
：
49
項
目
〔
施

設
外
に
委
託
し
て
い
る
外
注

項
目
は
除
外
。
た
だ
し
、
検

体
検
査
院
内
委
託
（
い
わ
ゆ

る
ブ
ラ
ン
チ
ラ
ボ
）
の
場
合

は
、
ぜ
ひ
参
加
願
い
た
い
〕

◆
参
加
申
込
方
法
：
所
定
の

参
加
申
込
書
〔
初
め
て
参
加

す
る
場
合
は
、
日
医
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
臨
床
検
査
精
度

管

理

調

査

の

サ

イ

ト

（http://www.jmaqc.jp/

index.php

）
か
ら
施
設
登

録
を
行
う
か
、
日
医
地
域
医

療
第
二
課
に
連
絡
し
、入
手
〕

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
み
願
い
た
い
。

◆
参
加
申
込
受
付
期
間
：
７

月
１
日
（
金
）
～
７
月
29
日

（
金
）

◆
参
加
費
用
：
５
万
２
０
０

０
円
（
税
込
）（
費
用
に
は
、

試
料
費
、
集
計
費
、
報
告
書

作
成
費
、
送
付
料
金
等
が
含

ま
れ
る
。
た
だ
し
、
振
込
手

数
料
は
各
施
設
で
負
担
。
所

定
の
振
込
用
紙
に
よ
り
、
８

月
31
日
（
水
）
ま
で
に
郵
便

局
ま
た
は
銀
行
か
ら
振
り
込

み
願
い
た
い
）

◆
試
料
送
付
日
・
回
答
締
切

日
：

・
臨
床
検
査
室
等

送
付
日
：
９
月
27
日
（
火
）

（
到
着
予
定
）

締
切
日
：
10
月
５
日
（
水
）

・
試
薬
・
機
器
メ
ー
カ
ー

送
付
日
：
10
月
６
日
（
木
）

（
到
着
予
定
）

締
切
日
：
10
月
14
日
（
金
）

た
だ
し
、
回
答
票
は
締
切

日
消
印
有
効
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
答
は
締
切
日
の
午
後
５

時
で
回
答
入
力
を
締
め
切
る
。

◆
回
答
方
法
：
回
答
票
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の

い
ず
れ
か
を
参
加
申
込
時
に

選
択
す
る
（
申
込
後
、
回
答

票
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
へ
の
変
更
は
不
可
）。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
医
地

域
医
療
第
二
課
〔

03
─

３

９
４
２
─

６
１
３
８
（
直
）
〕

タ
イ
プ
も
、
講
じ
ら
れ
る
対

策
も
全
く
異
な
る
。
そ
ん
な

ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
る
た

め
、
本
書
の
執
筆
陣
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
科
の
医
師
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
参
加
。
「
本
人
に

『
依
存
症
』
っ
て
ど
う
伝
え

た
ら
い
い
の
か
？
」「『
ほ
ど

ほ
ど
』っ
て
ど
れ
く
ら
い
？
」

と
い
っ
た
、
現
場
で
の
困
り

ご
と
に
対
し
て
、
診
療
医
の

目
線
に
立
っ
て
、
無
理
な
く

で
き
る
対
処
法
が
示
さ
れ
て

お
り
、
大
変
重
宝
な
一
冊
と

な
っ
て
い
る
。

定
価　

３
２
４
０
円（
税
込
）

発
行　

南
山
堂

03
─

５
６
８
９
─

７
８
５
５

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱
え

る
人
に
対
し
て
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い

る
医
療
者
は
少
な
く
な
い
。

特
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
専
門

と
し
な
い
場
合
は
な
お
さ
ら

で
、
更
に
専
門
医
と
非
専
門

医
で
は
、
診
て
い
る
患
者
の

★★★★★★★
登録件数

問い合わせ先　女性医師支援センター（女性医師バンク）
	 03―3942―6512　 03―3942―7397

登録件数

求人1,127件（延べ5,101件）、求職196名（延べ779名）、
就業及び再研修決定466件（平成28年5月31日現在）

各学会総会、学術講演会等参加者への広報活動について
　女性医師支援センターでは、平成25年度より各学会が総会や学術講演会等を開
催する際、女性医師バンクを中心とした事業の紹介を目的として、ブース出展等の広
報活動を行っている。
　昨年度は、日本医学会総会始め、12の学会総会等にブースを出展した他、5つの
学会総会等では、女性医師支援関連のセッション等において当センター事業の紹介
を行った。
　今年度については、各学会からブース出展等に関し、多数の要請を頂いたことを踏
まえ、検討の結果、以下のとおり広報活動を行うこととした。
　各学会総会、学術講演会等への広報活動は、医師会と接する機会の少ない医師
に対する働き掛けとしての効果もあり、また、更なる女性医師支援のため、学会と医
師会の連携を強化していくという役割も担っている。
　多数の参加者に対し、広く事業の周知ができることから、今後も機会を捉え、よ
り効果的な広報活動を検討し、実施していく予定である。

【平成28年度】
1．ブース出展（総会、学術講演会等の名称、展示期間、会場、ブースの来場者数）
◇第80回日本循環器学会学術集会

	 3月18日～ 20日	 於：仙台国際センター　308名
◇第113回日本内科学会講演会

	 4月15日～ 17日	 於：東京国際フォーラム　323名
◇第68回日本産科婦人科学会学術講演会

	 4月22日～ 24日	 於：東京国際フォーラム　301名
◇第104回日本泌尿器科学会総会

	 4月23日～ 25日	 於：仙台国際センター　202名
◇第119回日本小児科学会学術集会

	 5月13日～ 15日	 於：ロイトン札幌　48名
◇第117回日本耳鼻咽喉科学会通常総会・学術講演会

	 5月19日～ 21日	 於：名古屋国際会議場　145名
◇日本麻酔科学会第63回学術集会

	 5月26日～ 27日	 於：マリンメッセ福岡　124名
◇第65回日本アレルギー学会学術大会

	 6月17日～ 19日	 於：東京国際フォーラム
◇第71回日本消化器外科学会総会

	 7月14日～ 16日	 於：あわぎんホール
◇第44回日本救急医学会総会・学術集会

	 11月17日～ 19日	 於：グランドプリンスホテル新高輪
◇第78回日本臨床外科学会総会

	 11月24日～ 26日	 於：グランドプリンスホテル新高輪
◇第29回日本内視鏡外科学会総会

	 12月8日～ 10日	 於：パシフィコ横浜
2．シンポジウム、セッション等
◇第91回日本消化器内視鏡学会総会　於：名古屋国際会議場

第2回女性内視鏡医のキャリアサポートを目指した教育研修体制確立に関する研究会
5月14日　13：10～

◇日本麻酔科学会第63回学術集会　於：福岡国際会議場
日本の研究力向上のための男女共同参画社会　5月28日　8：00～

◇第71回日本消化器外科学会総会　於：あわぎんホール
特別企画5「消化器外科における男女共同参画プログラム」　7月15日　9：50～

◇第24回日本消化器関連学会週間JDDW2016	KOBE　於：神戸コンベンションセンター
（セッション名未定）　11月3日～ 6日
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「医療事故調査制度、
   勤務医の意見等を吸い上げるための
                 フレームワーク」をテーマに

平成28年度都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会

『
日
医
ニ
ュ
ー
ス
』
の
読

者
の
先
生
方
も
、
少
子
高
齢

化
に
関
し
て
は
無
関
心
で
は

い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

１
万
年
前
に
農
耕
牧
畜
が

始
ま
っ
て
以
降
、
子
ど
も
は

大
家
族
、
地
域
の
中
で
育
つ

の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
そ
れ

が
わ
ず
か
数
十
年
で
、
母
親

が
一
人
で
子
育
て
す
る
時
代

へ
と
変
わ
っ
た
。
こ
の
10
年

に
ス
マ
ホ
が
普
及
し
、
ス
マ

ホ
を
頼
り
に
子
育
て
す
る
母

親
も
散
見
さ
れ
る
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
内
容
を

み
る
と
、
母
親
を
不
安
に
さ

せ
る
よ
う
な
情
報
、
根
拠
の

な
い
情
報
も
少
な
く
な
く
、

母
親
を
追
い
詰
め
て
い
る
。

そ
の
結
果
が
平
成
27
年
７
月

に
世
間
を
驚
か
せ
た
〝
偽
母

乳
売
買
〟
に
つ
な
が
る
。

「
母
乳
で
育
て
な
け
れ
ば

母
親
失
格
」
と
い
う
思
い
込

み
を
修
正
す
る
判
断
力
を
失

っ
て
し
ま
っ
た
結
果
と
も
言

え
る
。

今
こ
そ
、
母
親
が
子
育
て

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
充

実
し
た
母
乳
育
児
を
経
験
で

き
る
よ
う
、
医
療
者
は
乳
飲

み
子
を
抱
え
る
母
親
に
手
を

差
し
伸
べ
た
い
。
そ
れ
が
な

け
れ
ば
、
少
子
高
齢
化
を
止

め
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。

妊
娠
中
、
ほ
と
ん
ど
の
女

性
は
「
母
乳
で
育
て
た
い
」

と
思
い
、
全
く
母
乳
を
与
え

な
い
女
性
は
ご
く
わ
ず
か
で

あ
る
。

メ
タ
解
析
に
よ
り
、
母
乳

育
児
に
は
母
子
共
に
多
く
の

疾
病
予
防
効
果
が
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
お
り
、
結
果
と

し
て
医
療
費
削
減
に
も
つ
な

が
る
。

私
は
勤
務
小
児
科
医
と
し

て
子
ど
も
の
診
療
を
介
し
て

母
親
と
接
し
て
い
る
が
、
小

児
科
以
外
の
医
師
は
、直
接
、

子
育
て
中
の
女
性
を
診
療
す

る
こ
と
に
な
る
。
子
育
て
中

の
（
特
に
授
乳
中
の
）
女
性

は
、
「
自
分
が
受
け
る
治
療

が
わ
が
子
に
影
響
す
る
の
で

は
な
い
か
」と
不
安
に
な
る
。

治
療
が
必
要
な
場
合
も
、
そ

の
女
性
の
不
安
を
受
け
止
め

て
、授
乳
に
支
障
の
な
い
（
少

な
い
）
薬
剤
を
処
方
し
て
頂

き
た
い
。

医
療
者
が
母
親
の
心
に
寄

り
添
う
こ
と
で
、
母
親
は
わ

が
子
と
前
を
向
い
て
歩
ん
で

い
く
こ
と
が
で
き
る
。

勤務医こそが少子高齢
化対策の力になろう
昭和大学江東豊洲病院小児内科教授　水野克己

平
成
28
年
度
都
道
府
県
医

師
会
勤
務
医
担
当
理
事
連
絡

協
議
会
が
５
月
20
日
、
日
医

会
館
小
講
堂
で
開
催
さ
れ

た
。勤

務
医
担
当
の
笠
井

夫

常
任
理
事
の
司
会
で
開
会
。

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

横
倉
義
武
会
長
は
、
ま
ず
、

医
師
会
の
組
織
強
化
に
つ
い

て
触
れ
、
「
組
織
強
化
は
国

民
の
医
療
に
資
す
る
た
め
に

勤
務
医
と
開
業
医
ま
た
は
立

場
の
異
な
る
勤
務
医
同
士
の

融
和
を
よ
り
一
層
深
め
る
た

め
の
取
り
組
み
で
も
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
お
互
い
の
多
様

性
を
認
め
な
が
ら
、
『
日
本

医
師
会
綱
領
』
の
理
念
の
下

に
大
同
団
結
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
」
と
改
め
て

強
調
。

そ
の
上
で
、
医
師
会
活
動

に
、
よ
り
多
く
の
勤
務
医
の

参
画
を
得
る
た
め
に
は
、
医

師
会
へ
の
入
会
窓
口
で
あ

り
、
現
場
の
医

療
に
根
差
し
た

医
師
会
活
動
の

基
本
を
担
う
郡

市
区
等
医
師
会

が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
性

に
応
じ
て
、
勤

務
医
が
参
画
し

や
す
い
環
境
を

整
備
す
る
等
、

よ
り
具
体
的
な

取
り
組
み
を
行

う
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
と
指

摘
し
た
。

ま
た
、
「
よ
り
多
く
の
勤

務
医
の
参
画
を
得
る
中
で
、

三
層
構
造
を
持
つ
医
師
会
組

織
の
基
本
的
な
情
報
伝
達
、

意
見
聴
取
の
た
め
の
仕
組
み

を
適
切
に
機
能
さ
せ
る
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
、

よ
り
多
く
の
勤
務
医
の
先
生

方
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、
そ

れ
ら
の
多
様
な
声
を
踏
ま
え

た
会
務
運
営
を
行
う
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

議
事
に
移
り
、
坂
本
哲
也

秋
田
県
医
師
会
副
会
長
が
、

平
成
27
年
10
月
に
秋
田
市
内

で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
医
師

会
勤
務
医
部
会
連
絡
協
議

会
」
に
つ
い
て
報
告
（
本
紙

第
１
３
０
３
号
既
報
）。

続
い
て
、
本
年
度
当
番
県

で
あ
る
大
阪
府
医
師
会
の
下

村
嘉
一
理
事
が
、
次
回
は
「
２

０
２
５
年
問
題
と
勤
務
医
の

役
割
（
仮
）
」
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
と
し
、
11
月
26
日
に
大

阪
市
内
で
開
催
予
定
で
あ
る

と
説
明
し
た
。

協
議
１　

医
療
事
故
調
査

制
度
に
つ
い
て

引
き
続
き
、
上
野
道
雄
日

医
医
療
安
全
対
策
委
員
会
副

委
員
長
／
福
岡
県
医
師
会
副

会
長
が
、
「
医
療
事
故
調
査

制
度
」
に
つ
い
て
講
演
を
行

っ
た
。

平
成
27
年
10
月
の
医
療
事

故
調
査
制
度
の
施
行
後
、
全

国
各
地
で
多
数
の
講
演
を
行

っ
て
き
た
上
野
氏
は
、
自
身

の
経
験
を
も
と
に
、
研
修
会

等
で
も
紹
介
し
て
い
る
模
擬

事
例
を
用
い
な
が
ら
、
院
内

医
療
事
故
調
査
委
員
会
で
の

流
れ
等
に
つ
い
て
解
説
し

た
。院

内
事
故
調
査
委
員
会
で

の
論
点
で
あ
る
病
態
及
び
死

因
に
つ
い
て
、
上
野
氏
は
、

「
医
療
事
故
調
査
委
員
会
に

お
け
る
死
因
究
明
の
審
議
で

は
、
そ
の
病
態
（
死
因
）
と

人
的
要
素
と
の
関
係
に
討
議

が
集
中
し
て
し
ま
う
と
、
当

事
者
の
過
誤
以
外
の
要
素
を

検
討
す
る
機
会
を
失
っ
て
し

ま
う
」
と
指
摘
。
そ
の
上
で
、

協
議
２　
「
勤
務
医
の
意

見
等
を
吸
い
上
げ
る
た
め

の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
を

テ
ー
マ
に

続
い
て
、
泉
良
平
日
医
勤

務
医
委
員
会
委
員
長
／
富
山

県
医
師
会
副
会
長
が
、
「
勤

務
医
の
意
見
等
を
吸
い
上
げ

る
た
め
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
」
の
先
行
事
例
報
告
を
行

っ
た
。

泉
委
員
長
は
、
今
期
の
勤

務
医
委
員
会
で
は
、
会
長
諮

問
「
地
域
医
師
会
を
中
心
と

し
た
勤
務
医
の
参
画
と
活
躍

の
場
の
整
備
─
そ
の
推
進
の

た
め
に
日
本
医
師
会
が
担
う

役
割
」
を
受
け
、
地
域
医
師

会
に
お
け
る
勤
務
医
活
動
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
勤

務
医
の
意
見
等
を
集
約
し
日

医
の
会
務
に
反
映
す
る
た
め

の
「
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
の

構
築
と
、
そ
の
具
現
化
に
向

け
た
取
り
組
み
等
に
つ
い
て

「
医
療
事
故
調
査
委
員
会
に

お
け
る
審
議
が
診
療
の
妥
当

性
や
遺
族
の
苦
情
を
否
定
す

る
こ
と
等
に
集
中
し
な
い
た

め
に
は
、
幅
広
い
視
野
で
忌き

憚た
ん

の
な
い
議
論
を
尽
く
す
こ

と
が
必
須
で
あ
る
」
と
説
明

し
た
。

ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
、

〝
初
期
対
応
〟
に
お
い
て
、

十
分
な
資
料
を
集
め
て
、
正

確
な
「
事
例
の
概
略
」
と
「
論

点
整
理
」
を
準
備
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
強
調
。
事

例
の
概
略
に
は
聞
き
取
り
に

よ
る
調
査
が
最
も
大
切
で
あ

る
と
す
る
と
と
も
に
、
「
医

療
機
関
と
関
係
者
が
心
を
開

い
て
事
実
の
全
て
を
語
る
こ

と
が
、
医
療
機
関
・
医
療
関

係
者
、
ひ
い
て
は
遺
族
の
納

得
へ
と
つ
な
が
り
、
医
療
へ

の
信
頼
を
導
く
こ
と
に
も
な

る
」
と
述
べ
、
本
制
度
へ
の

更
な
る
理
解
と
協
力
を
求
め

た
。

議
論
を
進
め
て
き
た
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
勤
務
医
委
員

会
が
答
申
の
中
で
提
言
し
た

「
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
に
つ

い
て
、
検
討
す
る
に
至
っ
た

経
緯
等
を
含
め
、
イ
メ
ー
ジ

図
を
用
い
な
が
ら
説
明
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
先
行
事
例

と
し
て
「
平
成
27
年
度
中
部

医
師
会
連
合
勤
務
医
特
別
委

員
会
」
で
の
取
り
組
み
（
①

医
療
事
故
調
査
制
度
②
医
療

勤
務
環
境
改
善
支
援
セ
ン
タ

ー
③
勤
務
医
の
医
師
会
へ
の

加
入
策

─
の
３
点
に
つ
い

て
討
議
を
行
い
、
中
部
医
師

会
連
合
委
員
総
会
に
て
報
告

を
行
っ
た
）
を
紹
介
し
た
。

更
に
、
平
成
28
年
度
も
引

き
続
き
、
中
部
医
師
会
連
合

勤
務
医
特
別
委
員
会
を
設
置

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
①

新
専
門
医
制
度
②
医
療
事
故

調
査
制
度
の
問
題
点

─
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
や
都

道
府
県
医
師
会
の
特
性
に
応

じ
た
意
見
集
約
の
方
策
を
検

討
し
、
そ
の
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
を
強
調
。
「
本
日
の
議

論
を
各
医
師
会
に
持
ち
帰

り
、
勤
務
医
の
意
見
集
約
の

た
め
の
方
策
を
探
っ
て
欲
し

い
」
と
要
請
し
た
。

　日医会員は4月より取得時の
発行手数料が無料になった他、
年間利用料も廃止されました。
　発行を希望される方は、下記
のホームページをご覧下さい。
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